
公益社団法人天童青年会議所 2025 年度 事業計画書（案） 

 

 

組織運営グループ 事務局 

               事務局長：國井 杏輔 会務セクレタリー：阿部 勇也 

                          会務セクレタリー：横山  翼 

                          会務セクレタリー：関  佳祐 

＜事業名＞ 

１．本会議所運営の統括 

２．広域まちづくり協議会 4LOM 合同例会の実施 

３．LOM 間連携および交流強化のための事業の実施 

４．公益社団法人日本青年会議所、東北地区協議会、山形ブロック協議会との連絡調整 

５．災害発生前後における連携ならびに対外・対内連絡調整 

６．災害時支援・受援マニュアルの管理及びリスト作成 

７．渉外業務の全般 

８．総会資料の作成 

９．各種大会への積極的な参加促進 

10. 事務所利用及び備品管理に関する調整 

11. 発展可能な組織に向けた全員で取り組む会員拡大 

12. 出向ならびに出向者への支援と各種大会への積極的な参加 

13. 関係諸団体との連携を通じたまちづくり事業の協力 

14. 積極的な情報公開と青年会議所ならではの情報発信手段の模索実行 

15.160 周年に向けた中期ビジョンの素案協議 

16. その他 

 

＜基本方針＞ 

私たちは、組織の基盤として、対内外との連携を通して、関係諸団体との協力関係を築

きながら効果的に運動を展開してきました。今後、私たちの運動が多くの市民に浸透する

よう、メンバーや地域社会との結びつきをさらに強化し、より一層信用を得ることが求め

られています。 

 まずは、メンバーがスムーズに運動を行うために、対内はもとより関係諸団体との連絡

調整を徹底し、滞りのない組織運営を行います。そして、近隣の青年会議所と親睦を深

め、連携を強化するために、4LOM 合同例会の開催に加え、定期的な交流会を実施しま

す。さらに、メンバーがより知見を広げるために、各種大会やセミナーの参加促進に努め

ます。また、災害発生時に迅速な対応を行うために、災害支援・受援マニュアルを精査

し、リストの作成を行います。そして、これまで引き継がれてきた資料や備品を日々の活



動で有効に活用してもらうために、事務所の整理整頓に努めます。 

 対内外からの信頼のもと、組織運営の質がより高くなり、地域から必要とされる天童青

年会議所を確立します。 

 

＜事業概要＞ 

１．本会議所運営の統括 

内 容：メンバーが効率的に活動できるよう、対内外での連絡調整を行い、提出物に関 

する期日を遵守し、規律ある組織運営を行います。 

 

２．広域まちづくり協議会 4LOM 合同例会の実施（例会） 

日 時：2025 年 3 月 11 日（火）（予定） 

場 所：山形市（予定） 

対象者：公益社団法人 山形青年会議所 メンバー 

    公益社団法人 天童青年会議所 メンバー 

    一般社団法人 山辺青年会議所 メンバー 

    公益社団法人 上山青年会議所 メンバー 

内 容：近隣 LOM と交流をすることで常に助力し合える関係性を形成します。 

  

３．LOM 間連携および交流強化のための事業の実施 

内 容：県内各 LOM と定期的に交流会を行います。 

 

４．公益社団法人日本青年会議所、東北地区協議会、山形ブロック協議会との連絡調整 

内 容：各種会議、セミナー、大会登録の連絡調整を行います。 

 

５．災害発生前後における連携ならびに対外・対内の連絡調整 

内 容：支援要請があった場合に迅速に取りまとめを行い、関係諸団体及びメンバーに 

通達します。 

 

６．災害時支援・受援マニュアルの管理及びリスト作成 

内 容：災害発生時に正しく対応が出来るよう、天童青年会議所災害受援支援マニ 

ュアルを精査しリストを作成します。 

 

７．渉外業務の全般 

内 容：関係諸団体及び他青年会議所との連絡調整を行い、送付物等迅速に対応しま 

す。 

 



８．総会資料の作成 

内 容：関係資料を取りまとめ、対内外との連絡調整を行い、総会資料を作成します。 

 

９．各種大会への積極的な参加促進 

内 容：組織運営グループで分担して、各種大会の内容や魅力、大会参加当日の工程を 

まとめ、メーリングや LINE にて配信し、参加促進を呼びかけます。 

 

10．事務所利用及び備品管理に関する調整 

内 容：組織運営グループで分担して事務所内の整理整頓を行います。事務所の混雑を

避けるために使用前日まで各委員会に使用連絡をしてもらえるよう呼びかけま

す。 

 

11．発展可能な組織に向けた全員で取り組む会員拡大 

 

12．出向ならびに出向者への支援と各種大会への積極的な参加 

 

13．関係諸団体との連携を通じたまちづくり事業への協力 

 

14．積極的な情報公開と青年会議所ならではの情報発信手段の模索実行 

 

15．60 周年に向けた中期ビジョンの素案協議 

 

16．その他 

 

＜年間スケジュール＞ 

別紙にて 

 

＜予算＞ 

別紙にて 

 

＜年間テーマ＞ 

百幸は一皇に如かず 

 

＜委員長コメント＞ 

メンバーが楽しい時間を過ごし、成長を感じることができる環境を整えさせていただきま

すので 1 年間どうぞよろしくお願いいたします。 


